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超高齢化社会に向けて

光市医師会長 平岡同

凶塊の世代が後!lfJ1.7j齢者になる 2025{-F 

JI'，J組。都市部ではI'，::jit命名・を受け入れる施l没

や介護Ir:~員の不足が深刻になると予iJllJ され、

同は荏宅医療の推進を解決策の重大なれと

i立川付けています。j亨労省は地域包括ケア

システムを自治体単位で実情に合わせて進

める万|闘で、 riijt'l税増税分の 900億円の基
金がもとになるそうです。

行11市部の地域包折ケアシステムの lモデ

ル、柏市は人口40万人の東京のベッドタウ
ンであり、毎年約 l万人す、つ人口増加lして

います。人口増加に作い、高齢者の閉力"も

急速なスピー ドで進んでおり病院のベッド

数、介護施設の不足が深刻です。その解決

のため東京大学と~ ~lriJ で‘モデ、ルケースとな

るべく実践を行っています。開業医による

在宅医療を積極的に支援し、市の中心部に

医師会に隣接した大脱税なI白齢者向け住宅

と、訪問看護、訪問介護、デイサービスな

と‘の機能を併せ持った胞設の建設が行われ

ています。

-jj、光市のような地/j都市における
2025年問題はその械相を異にすると忠われ

ます。

人口5万の光市は人II減少に向かつてお

り、すでに 卜分な117i齢化をきたしており、
n!ldi部のようにこれから燥発的に高齢化社
会を迎えるのではないのです。2つの市立

病院、私立の病院、介護主人施設も比較的

充実しています。むろん、働く医師の不μ

とそれによる急忠受入れの困雌さ、特にlJi五

外科関連の急J!tを受け入れられないことな
ど問題は多くありますし、特別益諮老人ホー

ムの入所を待つ人は多数です。都市部とは

巡ったJF;で、の紐lui齢化社会への取り組みが

必要となるでしょう。

住み'凶れた我が家でいつまでも作らした

いと誰しも目前います。しカか、し、 1"“;(山刈:1齢となり

身の回りのことがでで、きなくなつたH

家族やそれに代わる百司誰i佐E肋カか、のfl削助!り功}Jけが必袈で、す。
特別益護老人ホームやグループホームで

も配置医や協力IZIを活用して看取りができ
るようになっています。長い間お世話をし

た入所者を、身内以上にいとおしみ悲しん

で見送る l搬只の盗に接するたびに、 11~ J引を

迎える場所が白宅であっても施設や病院で

あっても、私たち医療者はその方に以後ま

でよりよく生きていただく手助けをしたい

と思うのです。

患者さんやご家族が在宅療養を塑まれた

H寺は、訪問石、l卸:Di・薬剤師 ・理学療法 1::• 
歯科医師 ・ホームヘルパー ・ケアマネー

ジ、ヤーなど多くの職種と共に協働して生活

を支えます。

かかりつけ|去が在宅医療を担うという H

本医師会の方針ですが、 実際問組として

365 日 24 1 1寺山の対応を一人のIJ~J~I涯が担

当するのはまず不可能です。在宅|英般の怠

欲ある医師が、たとえば浅江地区、心出地区、

三井 ・小間|泊地区、光井地区、 室硝 ・大和

地区などグループに分かれ、グループ単位

でもしくは主治医・日IJ主治医というJF;を取っ

て、一人のJtt占さんの在宅医療を支えると

いう方式はどうでしょうか?実現までには

困難も多いとjよ{いますが、すでに機能して

いる他の地域もあり、是非光市でも取り組

んでいきたいと忠います。病院をill院して

在宅医療を希望する患者さんとかかりつけ

医をつなぐコーディネータ一役を医(:'fi会(会

長や副会長)がfL!いたいと思います。私た

ち医師会以が'11心となって、在宅阪出に)J
を発揮しようではありませんか。



平成26年度光市医師会臨時総会
日時平成26年4月8日(火) 19時30分~

場所光商工会館2階研修室

1 . 議事

2. 

第l号議案光市医師会次期役員選出の件

第2号議案山口県医師会次期代議員及び予備代議員選出の件

第3号議案山口県医師国保組合次期議員選出の件

会次第

( 1 )開会のことば

(2)会長挨拶

(3)議長挨拶

(4)総会成立宣言

(5)議事録署名委員指名 2名

(6)選挙管理人指名 1名

(7)選挙立会人指名 2名

(8)選挙(役員の定数)

(イ)会長 1名

(ロ)副会長 1名

(ハ)理事 7名

(ニ)監事 2名

(ホ)議長 1名

(ヘ)副議長 1名

(ト)山口県医師会代議員 2名(新会長、新副会長)

(チ)予備代議員 2名(新会長一任)

(リ)山口県医師国保組合会議員 1名(新会長)

(9)新会長挨拶

(10)閉会のことば

出席者 24名

前回、藤原(邦)、平岡(博)、丸岩、松村、河村、兼清、佃、清水、鹿回、多田、藤田、

谷川、守友、井上、横山、竹中(博)、梅田、北川、大月、猪口、上回、光武、平岡(い)

委任状提出者48名

近藤、田村(勝)、田村(健)、市}11 (晃)、市川1(淳)、松島、前回(一)、前回(恵)、

吉村、中村(克)、倉光(せ)、最所、河野、多久島、冬野、後、藤村、山手、高橋(建)、

藤山、高橋(秀)、村田、問中、秋吉、手嶋、池口、河内山(清)、河内山(敬)、守田、

桑田、折田、井本(勝)、中村(安)、北原、藤井、生田、山本(健)、板垣、松尾、

原因、佐野、倉光(達)、藤原(大)、大越、白石、佐々回、中村(寛)、中村(琢)
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議事録
丸岩副会長:

本日はお忙しい中、お集まりいただいてありがとうございます。それでは平成26年度

光市医師会臨時総会を開催いたします。

最初に平岡会長より挨拶をお願いいたします。

平岡会長:

こんばんは。平日の診療が終わってお疲れのところご出席いただきありがとうございま

す。

今日は一般社団法人になって初めての選挙です。これから医師会の為に働いていただき

たい方を選んでいただきたいと思います。この2年間先生方に御協力いただきまして、学

《 会等も無事終えることができました。ありがとうございます。

どうぞ、今日はよろしくお願いします。

丸岩副会長:

それではこれからの議事進行は前回議長にお願い致します。

前回議長:

こんばんは。今回の臨時総会は役員選挙となります。早速、会を開きたいと思います。

総会成立に関しまして、現在、会員総数が87名、只今の出席者は 24名、委任状48名、

計72名で、会が成立しました事を宣言致します。

議事録署名委員ですが、理事の先生からと言う事ですので兼清先生、清水先生よろしく

お願い致します。選挙管理人を鹿田先生よろしくお願いします。選挙立会人に竹中博昭先生、

守友先生、よろしくお願い致します。

早速選挙に移りたいと思います。

《 まず、会長l名の選出でございます。ご記入下さい。会長選挙の後は副会長1名、理事7名、

監事2名、議長 1名、副議長 1名を順次選んで頂きます。

選挙管理人虞田先生:

開票致します。

会長平岡博 21票、 次点丸岩昌文 3票

副会長丸岩昌文 23票、 次点廃田修 1票

理事谷川幸治 23票、鹿田修 22票、竹中博昭 22票、

守友康則 2 1票、 多田良和 20票、 北川博之 20票、

藤田敏明 1 7票、 次点井上祐介 7票

監事清水敏昭 21票、佃邦夫 20票、次点兼清照久 3票

議長松村議太郎 1 8票
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次点前回H- 2:11 河村康明 2渋 滞治H日ク 2:lq 

I，¥IJ議長 JfWiH(!久 23票、 次}~ iuf村山lりJ 1票

役Ll泣~>~の峨子

!日jlll議民:

以 t、選併により、 会長は平岡先'1-:.、刷会以は丸山光生。理事は行川先生、肢IJI先'1三、

竹'1'先生、守友:;lど1:、多川先生、北川先ノ1:.、11長111光午の7~' o ¥:1在・Hはi，'f/Jく先午、 川j'e'I;.。
議長は松村先生。I，¥IJ議長は派市先'1そが選/1'，されました。

続きまして山1-1以|災(:' Iî会代議員で、すが、これは新会長、新日IJ会長がJ~任となっています

従いまして、、|え|刊先'1-:、丸:t1先生が務められます。IIIfI~~医師会予備代議口は新会長一任
となっておりますので、後ほど新会長より制作があります。1111I県1:A(:'li同保組合会議Ll、
これは'tI'H列では新会長の旅任でございます 以 1'.、J1l1>pにより、新役Llが選出されました

ことをご制f'-rJ主します。本H選山されました役Llにつきま しては、 5J 1の定時総会におい
てご/J史認いただき、;と，J立第26条により選任後2イ1:以|人lに終了する・jLJ長年度のうち以終の

ものに|則する定時総会の終結の時までの任WIとなります。

それでは、 ムILI刊先午、 予備代議員のJ1l111¥をお闘いします。

千|尚l会長(次WI会長): 

お忙しいと思いますが、 M注川先生と多川先'1:よろしくお願いします。今年はfllI'Hの先'1:

が3人交代ということになります。新しいメンバーで;11 ~山発と行うことになります。 議長、

/，¥11，議長を務めていただ、いた前問先生とI1的;(j'e'I:.、お11y.れ峨で・した。-r.1探よく議事進行して
いただきありがとうございます。議長、/i¥IJ，議民は 5)1の定H寺総会の終fまでとなりますので、

11:しくお願い致します。.flH'Hを永年務めていただいた佃先生、 7，'[;Jく先生、 j長泊先生、お披
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れ様でした。監事をお願いしていた河村先生も県医師会の仕事に専念していただきたいと

思います。

昨年、光市医師会は創立70周年を迎えていましたが、山口県医学会総会などもあり、

遅くなりましたが記念誌を作成する事になりました。皆様の思いのこもったものが出来る

のではないかと思っております。是非、楽しみにお待ちください。 5月の定時総会後にさ

さやかながら記念パーティーを聞いて、 70周年を祝おうと思います。地域包括ケアシス

テムも待ったなしとなっております。できるところから、始めてまいりたいと思います。

またたくさんのご意見をいただけると幸いです。

本日はどうもありがとうございました。

丸岩副会長:

本日は、お疲れ様でした。以上をもちまして平成26年度光市医師会臨時総会を終了致し

mヘ ます。

終了 午後 8時 15分

上記の通り相違ありません。

平成 26年 4月 8日

一般社団法人光市医師会会長 平岡博

議長 前回昇一

'ヘ
議事録署名委員 兼清照久

議事録署名委員 清水敏昭

議事録作成 中尾圭子
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平成26年度光市医師会定時総会
日時平成26年5月22日(木) 17時~

場所ホテル松原屋

/ J 

1 .開会のことば (丸岩)

2.黙祷 ( // ) 

3.会長挨拶 (平岡)

4.議長挨拶 (前回)

5.総会成立宣言 ( // ) 

6.議事録署名委員指名 ( // ) 

7.議題

第 1号議案平成25年度事業報告 (報告事項) (平岡)

第2号議案平成25年度決算報告 (議決事項) (佃)

監査報告 (監事)

第3号議案平成26年度事業計画について (報告事項) (平岡)

第4号議案平成26年度収支予算について ( 11 ) (佃)

第5号議案役員の選任並びに会長及び副会長の選定について(議決事項)

第6号議案裁定委員の選任について (承認事項)

第7号議案顧問の委嘱について (議決事項) (平岡)

第8号議案総会議決権限の委任について

7.閉会のことば

出席者:1 7名

( " ) (If) 

(丸岩)

平岡(博)、丸岩、兼清、松村、佃、清水、廃問、多国、谷川、前田(昇)

藤原(邦)、北川、猪口、板垣、美野、守友、上回

委任状提出者 :59名

近藤、河村(康)、田村(勝)、田村(健)、高橋(建)、市JlI(晃)、市J11 (淳)、松島、 竹中(博)、

秋吉、藤村、横山、山手、高橋(秀)、藤山、光武、田中(博)、村田、梅田、池口、大月、

手嶋、河内山(渚)、河内山(敬)、赤崎、倉光(せ)、多久島、冬野、後、前田(ー)、

前田(恵)、井上、守田、桑田、生田、松岡、山本(健)、加藤、中村(安)、竹中(智)、岡崎、

岩本、折田、井本(勝)、北原、福田、松尾、佐野、福谷、倉光(達)、藤原(大)、大越、

白石、井本(友)、佐々田、河内山(正)、中村(寛)、中村(琢)、山本(憲)
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議事録

丸子il，¥I]会長 :

平成26年度の光市医師会定H存総会を開ftl1致したいとjLlいます。

まず、昨年6月20日にお亡くなりになられた11Ii11信・彦先月1=.へ黙祷を接げますので‘ご起

立ください。

黙祷

ご-i"im;ください。それでは、平I!司会長挨拶をお願いします。

ギIlf;]会長 :

こんばんは。平成26 {I:el立光市医師会定時総会へ山jlifくださいましてありがとうござい

ます。

本卜lは定H寺総会終了後、例立70周年記念パーティーを企Idijしております。急いで、の説

明となりますが、ご質問がありましたらよろしくおl臨いします。

それでは、ご審議の程よろしくおl駅いします。

丸:{-fit¥I]会長:

それでは前回先生より議長候ゆをお願いします。

前川議長 :

ただいまより平成26年j主J'edi医師会定時総会を|別会政します。座って進行させていた

だきます。議案は I号議案より 8け議案までJ二程されております。これに則って進行いた
したいと思います。最初に11¥ }，Ijl;の状況を報告致します。会以総数88名、本日の山防省が

1 7名、委任状提出者が59 ~ノI で l汁 7 6名で定款tft20条の条件を満たしますので会が成

立政しましたことをご制作放します。

続きまして議事録署名委員ですが、会長並びに兼h'fj'l;'I::、fI1l先生、よろしくお願い欽し
ます。

中.述、議題の審議に入りたいとjtiいます。

-7 -



1号・ 2号議案は昨年度の報告事項、それに関連した決算報告でございますので、一括

して説明していただき、そして審議、採決とさせていただきます。 3号から8号議案は平

成26年度の事業計画、それに伴う予算・役員等に関連した議案でございます。従いまして、

これを後半一括審議させていただきたいと思います。早速、平岡会長説明をお願いします。

平岡会長:

第 1号議案平成25年度光市医師会事業報告について

平成25年度の事業報告について報告する。

1 .組織

1 .光市医師会員 会員総数87名 (A会員34名、 B会員50名、 C会員3名)

2.定時総会平成25年5月23日

3.理事会《定例理事会 12回》

4.月例会《定例月例会 13回、納涼懇親会・忘年会等含む》

5.県医師会関係

6.関係機関連携

7.公益法人制度移行検討事業

u.広報・医療情報システム
1 .会報発行

2.医師会ホームページ運用

3.かかりつけ医通信

皿.保険

1 .医療保険

2.介護保険

3.労災・自賠責保険

IV.生涯教育

1 .学術講演会の開催

2.症例検討会の開催

3.市民公開講座の開催

4.医学会・研修会への参加

5.郡市医師会生涯教育担当理事協議会

6.認知症サポーター養成講座

v.医事法制
1 .医事紛争関係

2.薬事対策

VI.地域医療

1 .地域医療連携体制の構築、運用

2.救急医療

-8-
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3.光市立光総介病院検査部利用状況

VlI. 地域保{辿 .tNi*Jl: 

1. 妊F凶，~ ・ 乳幼児似{住

2.学校保i也
3.成人 .r'r1i齢者保位

4.産業保位

5.光市の科純委μ会 ・協議会山席、参加

川.医業

1. 医業経常対策

2. 1U労対策

3 . 医療ßl~物対策

lX.会LJ.fi-;i *i1: 

ト 会L~恕刷会

2.ゴルフコンペ

3.鹿川

4. 'B f立て~

平It(iJ会長 :

第2号議案 刊 J父25イfl立光市医師会決算報告について

平成25年J.rtJ'edi医f:'li会決算について議決を求めるo
{JIJ先生、説明をお願いします。

{III理事 :

それでは‘|ι成25 {1:.J:tr決nについて制f!?いたします。
|干成25 年度光rJj医師会決算について幸~1 11'I 

正l床IHilcf削減計'n ，~1ノサ叔表をみていただければ分かるように、平成 2 5年度の実施事業

ににおいて 3，254，945I可の亦下となりました。これを山口県に促山しますが、白川 ・収椛

の内蒋に指導があればこの傾に変更があるかもしれません。
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前回議長:

それでは第 l号、第2号議案に関する監査報告を監事の松村先生よろしくお願い致しま

す。

松村監事:

去る 5月9日、監事、松村と監事河村が医師会事務局におきまして監査を行いました。

事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、当法人の状況を正しく示している

ものと認める。理事の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重

大の事実は無いと認める。計算書類及びその附属明細書は、会計帳簿又はこれに関する資

料の記載金額と一致し、当法人の財産及び損益の状況を全ての重要な点において適正に表

示していると認める。公益目的支出計画実施報告書は、事業報告、計算書類及びこれらの

附属明細書の記載内容と一致し、法令及び定款に従い、当法人の公益目的支出計画の実施

の状況を正しく示しているものと認める。

前回議長:

ありがとうございました。それではご質問、ご意見等がございましたらお伺いしたいと

思います。ございませんか。

l号議案は報告事項でございますので、第2号議案の議決に移りたいと思います。御賛

成いただける方は挙手をお願いします。

「挙手全員」

挙手全員で、第2号議案は議決されました。

藤原副議長:

続きまして3号議案に移りたいと思います。平成26年度事業計画について平岡先生お

願い致します。

平岡会長:

第3号議案 平成26年度光市医師会事業計画について

平成26年度光市医師会事業計画について報告する。

1.組織

平岡会長:

光市医師会事業計画について

ll.広報・医療情報システム

佃理事:

1 .会報について

2.医療情報システムについて

皿.保険
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清水理事:

1 .医療保険について

丸岩理事:

2.介護保険について

兼清・理事:

3.労災・自賠責保険について

N.生涯教育

谷川理事:

1.生涯教育について

V.医事法制
清水理事:

声、 1 .医事紛争について

川ヘ

2.麻薬について

VI.地域医療

兼清理事:

1 .地域医療について

多田理事:

2.救急医療について

広田理事:

3.小児救急医療について

四.地域保健・福祉

広田理事:

1 .妊産婦・乳幼児保健について

2.学校保健について

兼清理事:

3.成人・高齢者保健について

4.特定健診・特定保健指導について

多国理事:

5.産業保健

四.医業

藤田理事(代読清水理事): 

1 .医業経営について

2.医療廃棄物について
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以.会員福祉

藤田理事(代読清水理事): 

1 .会員福祉について

X.会計
佃理事:

1 .会計について

勝原副議長:

では、この3号議案についてのご質問はございませんか。無いようですので、次は第4

号議案の説明をお願いします。

平岡会長:

第4号議案 平成26年度光市医師会収支予算について

平成26年度光市医師会収支予算について報告する。

佃先生、お願いします。

flIl理事:
l平成26年度収支予算について説明l

藤原副議長:

4号議案についてご質問がありましたらよろしくお願いします。無いようですので5

号議案の役員の選任並びに会長及び副会長の選定についてお願いします。

平岡会長:

第5号議案役員の選任並びに会長及び副会長の選定について

役員の選任並びに会長及び副会長の選定について議決を求める。

11:森原副議長:

4月の選挙で選ばれた方を候補者として総会で選任並びに選定するという事ですので、

一人ひとり承認をしていただきます。

まずは、理事並びに会長の平岡博先生。承認していただける方は挙手をお願いします。

l挙手全員l
挙手全員ですので平岡博先生は会長に選定されました。

次に理事並びに副会長の丸岩昌文先生です。承認していただける方は挙手をお願いしま

す。

l挙手全員l
丸岩昌文先生は副会長に選定されました。

次は理事です。まず、廃田修先生。承認していただける方は挙手をお願いします。
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l挙手全員l
多国良和先生を理事に承認していただける方は挙手をお願いします。

l挙手全員i
藤田敏明先生を理事に承認していただける方は挙手をお願いします。

[挙手全員l
谷川幸治先生を理事に承認していただける方は挙手をお願いします。

[挙手全員l
竹中博昭先生を理事に承認していただける方は挙手をお願いします。

[挙手全員l
守友康則先生を理事に承認していただける方は挙手をお願いします。

[挙手全員l
北川博之先生を理事に承認していただける方は挙手をお願いしますo

，、 [挙手全員l

9ヘ

佃邦夫先生を監事に承認していただける方は挙手をお願いします。

[挙手全員l
清水敏昭先生を監事に承認していただける方は挙手をお願いします。

[挙手全員l
理事・監事の先生全員承認されました。

次は第6号議案裁定委員の選任についてです。

平岡会長:

第6号議案裁定委員の選任について

裁定委員の選任について承認を求めるo

藤原副議長

それでは、梅田馨先生を裁定委員に承認いただける方は挙手をお願いします。

l挙手全員l
市川晃先生を裁定委員に承認いただける方は挙手をお願いします。

[挙手全員l
光武達夫先生を裁定委員に承認いただける方は挙手をお願いします。

l挙手全員l
藤原邦彦先生を裁定委員に承認いただける方は挙手をお願いします。

I挙手全員l
横山宏先生を裁定委員に承認いただける方は挙手をお願いします。

I挙手全員l
ありがとうございます。裁定委員全員承認されました。次は第7号議案顧問の委嘱につい

てです。
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平岡会長:

第7号議案顧問の委嘱について

顧問の委嘱について議決を求める。

藤原副議長:

顧問の委嘱について、前田昇一先生への委嘱を承認いただける方は挙手をお願いします。

[挙手全員l
河村康明先生への委嘱を承認いただける方は挙手をお願いします。

[挙手全員l
顧問の委嘱について議決されました。次は第8号議案の総会議決権限の委任についてで

す。

平岡会長: 声、

第8号議案総会議決権限の委任について

平成26年度光市医師会歳入歳出予算の執行にあたって下記の事項の専決処分を行う

ことについてあらかじめ議決を求める。

会費の増徴を伴わない予算の補正は理事会の議決に委任する

藤原副議長:

8号議案に賛成の方は挙手をお願いします。

「全員挙手」

ありがとうございます。 8号議案は議決されました。

丸岩副会長:

以上をもちまして、平成26年度光市医師会定時総会を閉会いたします。どうもありが

とうございました。

終了 午後6時5分
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上記の通り fH述ありません。

‘ r~ 成 2 6 {I:: 5月 22U

一般十U.fl法人光d~jl実印li会 会長

議長

議.yc録署名委員

議事録署名委員

議事録作成

平岡博

前田昇一

兼清照久

佃邦夫

中尾圭子

平成26年度光市医師会総会 平成26年 5月22日
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七十周年記念パーティー

日時 :平成 26年 5月22日 (木)

18: 30，....._ 

場所:ホテル松原屋

光l市打医(:師l町印H市i会じ |卜判-サh灼if内削t日l

H附、存?総会に引き紋き同ホテルにて開{骨俄i花tされ

た。-*伐と してdi川lquit市長、 小田悦郎山

口以医(illi会長をはじめたくさんの皆様にご

I L¥!日;いただいた。光市医師会が 70年間以

たしてきた役'，lfIJに対する臼貨とこれから

のJUJ1キに|則して、ご挨拶いただいた。ま

た、 IIIjLrlH一疋医師会長の乾杯に引き続い

て兼1i'Ii:7'e'I-:、松村先生の永年役員勤続表彰

があった。h'Ii7Jく先生のドラムが率いるピア
ノトリオによる心にしみる素晴らしい演奏

を披以していただいた。そのあと佃先生に

懐かしい'勺.11を川いたスライドショーをし

ていただき参加省全員が楽しみ懐かしむこ

とがでた。以後に光総合病院外科の新人春

木先刊さによる)j歳三H目で、 1!!~事に記念パー

ティーは終了した。皆様お疲れ様でした。

l会長挨拶I)'(: I打医師会平岡 博会長

本uは)，edi 1英(lili会の戸七十周年記念パー
ティーに、お忙しい中、沢山の先生にお集

まりfuき!必謝111し上げます。またど来伐と

して、光di長の山川 県服、 ILWI県医ftili会

長の小111悦自1I様ほか沢山の皆様にご列席い

ただき感謝.1111し上げます。
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さて、 J'(:di医師会はIlt!手"十八年、旧光市

の誕生とともに結成されました。宇ylめは十

名私u立の|矢:1¥lli会で、予防注射や学校医の活
動を行政と一体となって行うのが目的で

あったとお聞きしております。

それからじ|イドのH寺を経て、会員数は

八 卜じれとなりました。今やその活動は休

IJ診療所や学校|束、産業医、官察医、 健診、

fl凶作射と多11岐にわたっております。乙れ

も会μお一人お一人のご協力のおかげで

す。また:次救急を担っていただく州院の

先生/i、 ， I ，'-IM医師会、近隣の医師会、 M~i

利 1~(\lli会、当!i斉!I(llli会そ して行政のご協力の

賜物です。心より感謝rjlし上げます。

iVF '0 1':、J'(:di医師会のづ|き受けで 「山口県

|実学会総会ー が1J~J1!Hされました。 市民合H同

卜月による 「ふるさと光」の大合唱を聴き、

公開講出では大ホールいっぱいの市民の皆

保をお迎えし、身の引き締まる思いでした。

医(:lli会以が一丸となっての運営に、 「光の

医(¥ili会は持{IIIが良いね」 と段高の褒め言葉

もmきました。
これからも、市民が宏心して暮らせるIIIJ

の尖射にμ献し続けて参りたいと思いま
す。70年川大変おIIt話になりました。そ

してこれからもなにとぞよろしくお願いIj-'

し上げます。本11は誠にありがとうござい

ました。

1 rI il三技拶|光市長 市川 県桜

本11は、光di医師会創立70周年記念



パーティーが盛大に開催されます事に心よ らし高齢者や高齢者のみで暮らす世帯が

りの敬意を表したいと思います。 増加し、国よりも 5年から 10年早いス

光市医師会におかれましては、太平洋戦 ピードで高齢化が進んでおり、高齢化率も

争最中の昭和 18年に創立され、戦中戦後 30%を超えております。こうした超高齢

の混乱期から現在に至るまで、光市の地域 化社会に対応していくために、現在、総合

医療の創世と発展に大きく貢献されてこら 計画後期基本計画に「健やかで確かな安

れました。 心地域包括ケア創造プロジ、ェクト」を掲

光市の福祉保健行政に対しましでも、乳 げ、高齢者一人ひとりが可能な限り住み慣

幼児から高齢者までを対象とした各種健康 れた地域で、安心して暮らし続ける事が出来

診査やがん検診をはじめ、予防接種、休日 る様、医療や介護、生活支援などのサービ

診療所の運営、さらには、介護保険や障害 スを包括的に提供できる本市にふさわしい

者総合支援事業など、多岐に渡りお力添え 「地域包括ケアシステム」の構築に向け、

A を頂いております。 調査・研究を進めているところでございま

す。

Aヘ

これもひとえに歴代の会長をはじめ、会

員の先生方の、市民の健康と安心を想う強

い信念とご理解の賜物であり、深く感謝と

敬意を表する次第でございます。

賞会におかれましては、近年、地域社会

への貢献と市民に開かれた医師会を目指

し、「市民公開講座」の開催や、地元紙に

「かかりつけ通信」を掲載されるなど、積

極的に新たな事業への取り組みを進めてお

られます。また昨年6月には、山口県医学

会総会・市民公開講座を光市民ホールで開

催され、盛会裏に終えられました。オープ

ニングセレモニーでは、「ふるさと・ひか

り」の大合唱によりコンサート会場さなが

らの一体感に包まれ、山口大学大学院医学

研究科整形外科教授の田口敏彦先生による

ロコモティブシンドロームに関する講演で

は、多くの市民が元気で長生きするための

ヒントを学ぶ事ができました。

光市医師会並びに山口県医師会の皆さん

の熱意と市民の皆さんの意識の高さに私も

大変感動し、安全安心のまちづくりを推進

していく上で、大きな力となることを確信

したところです。

ご承知の様に、本市においては、一人暮
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また、昨年度より、医師会の先生方のご

協力を賜りながら、訪問診療などの在宅医

療を通じ、医療と介護等具体的な連携シス

テムの構築に向けて、在宅医療推進体制調

査研究事業を実施しているところでござい

ます。今年度につきましては、これまでの

調査研究事業と本事業の成果を踏まえ、高

齢者保健福祉計画および第6期介護保険事

業計画を地域包括ケア計画と位置づけ策定

し、本市の地域包括ケアシステムの姿をお

示ししたいと考えております。

これら地域包括ケアの実現のためには、

多くの関係者のご理解とご協力が必要不可

欠でございますが、とりわけ地域医療を担

われております寅医師会との連携、主体的

な取り組みなくしては成し得ないものであ

りますので、今後ともご理解とご支援を賜

ります様お願い申し上げます。

結びにあたり、光市医師会の今後ますま

すのご発展と、ご臨席の先生方のご健勝、

ご活躍を祈念いたしまして、お祝いのご挨

拶といたします。

平成26年5月22日

光市長市川照



I~込阪(:rli会長按拶 111旧県医師会長 小田悦郎版

本LI、光市医(lrji会自IJ立七十周年記念、祝賀

会がかくも雌大に挙行されるにあたり、 一

言お祝いq，し上げ‘ます。
また、光市医師会およびご参会の皆様ノ7

には、、IIぶから山門!}f~医師会の会務運営と

諸事業活動にご理解とご協力をいただき、

誠にありがとうございます。

民医師会は、発足以来七十年間、現会長

の平問 問先生をはじめ歴代会長さんや役

員、会L-1の皆様が、医道の昂揚、医学医術

の発41~j'及、公衆1抗生の向上に尽)j され、

光rli地域における医療活動をリードされ、

削iかしい陀史と伝統を築き上げてこられた

ところであります。今後も員医師会の先導

的な役割を大いにJUl待しております。

さて、ご案内の通り、医療を取り巻く環

境は厳しく、医f:rliの地域偏在や慢性的な医

師不足の進行、さらには救急医療体制のIJfi

地や医療 ・介護に対するニーズへの対応な

ど、多くのI~!:I起が'1-: じています。 山口県医

師会としても、 i立|英(lili会をはじめとするm
l十i医(:ili会とJ1!Wiを街にして、山積する多く

の課題附決にrrl)けて、 一丸となって取り組
んでいく慌が必援であります。

結びに、 1'1 1英(l'li会の今後の御発展ご‘活~{J1

をlTll与することと、ご参会の皆様方のご他

!l持とご多唱を心から祈念し、たしまして、お

おtいのご佼拶といたします。
司王h父26{1三5月221:J

山門県医師会会長小旧悦郎
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第97回

山口県医学会総会

日時:平成26年 6月8日 (日)

9:30~ 

場 所 :防府市アスピラー卜3F音楽ホール

参加者:光市新旧理事 ・監事 11名

記録:平岡博

本年は、防府医師会の引き受けで、行わ

れた。昨年、光市引き受けの際に、理事

10名で駆けつけていただいた乙ともあり、

今年は是非にと理事 ・?益事皆さんで参加し

た。

午前中は特別講演2題である。

1. r山口県における生活習慣病」と題し
て、山口大学公衆衛生学教授の回遊剛教授。

主に耐に|剥して生活習的との関連を話して

いただいた。l怖がんが、がんでの死因の

トップとなり、l喫煙飲酒はもちろんのこと、

PM21などの邸出因子が大きく関与し、 l喫

煙率の低い女性で、もトップに近くなってい

る。JI制高は、男性では3位となり死因の

大きな部分を占める。肥満、糖尿病、アル

コールなどとのかかわりが指摘された。

2. r救急医療の1'1'の呼吸器病学」山口
大学級急医療センター教授の鶴田良介先生

の講演をいただいた。ARDSなど我々が卒

業H寺代には、生存があまり望めなかった病

態に対しても、 70%の生存率と隔世の感

がある。しかし、職場復帰率に閲してはま

だ低いのですとお話された。救急医療は、

国土交通省の救急隊関連事業と、 厚生労働

省の政急医療事業がお互いに補い合う格好

で進んできたが、時には統制が取れなくな

る。それでも品近はドクターヘリなど地域

11日の述悦も進み、治療効果を上げつつある

とのお話であった。政急に至るまでの過程

で、 tX々 IJ~1業医の日頃の患者教育が大切で

あり、 11出J忠忠者のl汲入ステロイドの普及が

11出息死亡率を軽減するのに多大なる寄与を

はたしている。

午後からは、オープニングで、防府少年

少虫;合11日|守|の、天使のような歌声に思わず

聞き惚れたあと、市民公開講座が聞かれた。

「自然で育むこころとからだ」と題して登

第97田山口県医学会総会平成26年6月8日(日)防府アスピラート

-20-



山家で泌尿器科 ・医学博士の今)-1ー通子さ

んの講演をお聞きした。1967年女性パー

ティーとして世界初マッターホルン-Itll，f

登頂に成功し、アイガー北壁グラン ドジュ

ラス北壁など女性初の欧州、13大北壁笠間

者となった。現在は森林セラピーソサイ

エティ理事である。

帰りは、毛利邸を散策し、新しい周南の

道の駅に立ち寄ってl帰途についた。防長

交通の中型パスで快適な学会旅行であっ

た。伎は、小U.lで、新旧理事会の引き継ぎ

会を行い、さまざまの話y也で感り上がった。

理.yc・民事の皆段、お疲れ様でした。

学会の成功とは、いかにたくさんの先生

方に参加していただくかということに半分

以上はかかっております。防府医師会の先

生たちはとても感謝しておられました。来

年は 「柑11井医師会」の引き受けです。また

是非参加lいたしましょう。

新11二|四l ~H会引き継ぎ会 こやま

-21-



第 l回

光市医師会学術講演会

日 時.平成26年4月1日 (火)

19:00--20:30 

場所光商工会館2階大会議室

【情報山供J19:00........19.15 

経1-1 F x a Ill l'JH~IJ Iエリキュース錠」

ファイザー株式会社

『心)Jj制11到jの新しい治抑Ij則行』

--lu新エピデンスからみえる新脱抑制耳薬の使い分け~

【特}JIJi抑制i】19:15........20:30 

i'i~民 )'(: rI j立光総合病院術印刷人j科部長
1]1村 ~JI~ 先生

;先'ë~午i主-はイ不4斗f抱在剖!脈服という J非|ドi九;?叩;リ市;日\' t冗Lにこ-\.'均卯lヤリn 'い門1“叶11 '引'H~性I~ザ

分型野Fをt判|川!、 l竹i しておられますカがt、 l~j，，';I~の!á，}õ日

ではfli'if辺保一般 ・全般にわたったぷ出をな

さっておられ、今11は実|際のわれわれの診

療に役立つ講演をなされるものとWI侍して

おります。どうぞよろしくお願いします。

22-

講演 山口大学医学部H1;.r.i1両院
器官病態内科学(第一内科)講(:，Ii

上山側11 先生

巾村先生とは山II ~，~立総fT医政センター

でー絡に仕事をさせていただきました。今

日は心房制!li)Jの新しい治療'j畑作ということ

でお話しをさせていただきます。心房制11却j

は年齢と共に.I:fl'I}}11して9J1tが瓦性の21日以

上です (1~ll )。脳卒rl'!，U.(1の4分の3が

JIi話相!:Aでそのrl'の3分の lが心jJ;(性のJI日艇

選という統計となっています (1火12)。心

原性脳使塞のj京阪|は圧倒的に心)l}制11到jが多

く、その割合は60歳以 |二で・7'，lilJ以上に述

します (1支13)。近年u本のIf:ii始化本の|二
丹はすさまじいものがあり、それに作って

JI出版本発痕もJ:ttl}jll ftti向にありますしかも、

心原性のJI出版本はラクナやアテロームI(ll怜

によるものよりも生作本が必く予後が忠iい

という結架が11'，ています (1火14)。心山制11

到jの治療の変巡についておli，fjししますと、

抗1(IL栓療法はアスピリン→ワルフアリン→

新脱経口抗凝1，Iil;);gに、レートコン トロール

としてはジギタリス削 ・Ca .j-，'i.I'/(挺→H遮

断主主(脂治性、 carvedilol.bisoprolol)、 リ

ズムコントロールとしては抗不常脈去さから

カテーテル ・アプレーションへと変巡して



います。私たちの教室で、は20 1 0年から

カテーテルア ・アプレーションを粘力的に

おとなっておりますがその成総を図5に示

します。技術的には左右の}]市静脈周囲を泣

気的に隔離することです。これで発作性心

房制u到jの約8制、持続性心房紺|到jの8'，~lgJ~ 

に洞調律を維持させることが出来ました

(図5)。
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図4

抗血栓療法にはワルファリンを代表とす

る抗i疑問療法とアスピリンを代表とする抗

JIn小板療法がありますが、|持者は主に静脈

IJrLf全(赤色)、後者は主に動脈血栓(白色)

が対象となります。当然のことながら心房

制動にはワルファリンが適応され、アスピ

リンの効果は微弱で、す。しかしながらワル

フアリンの煩雑性があり、 n~化~4;/:H I(nのリ

スクを恐れて使用されないことも多々あっ

たように思います。2008年の心房細到j

治療ガイドラインより治療薬として抗I(lL小

板柴は外されてワルファリン治療のみが記

岐されることになりました(図6)。心房

調11動患者におけるリスク評価としてCHA

DS2スコアが使われます。イ苛名な京都の

Fushimi AF Registryによると CHADS

2スコア3以上でも現実にワルファリン治

療がおこなわれているのは60%弱である

ということ、 CHADS2が2でも 40%

にも満たないということです(閑7)。そ

の出山は大IHJJILのリスクを危恨することで

あろうと推測します。また、その治療にお

いてTT R (Time in Therapeutic Range) 

の数字が専門医においても 60%くらいに

しかならないというコントロールの雌しさ

があります。その数字が40%以 ドになり

ますと、ワルファリンを技Ij・していないj記

者よりも生存唱が悪いという数字がH_¥てい

ます(図8)。また、ワルファリン技与群



次に:lfrm終1-1抗i疑問薬によるt;(I(IL絵療法
についておJ市しします。終日抗i疑Io'il柴の

作川機}j';について示します (1火19)。ワル

ファリンはビタミンKを介して凝I，'il系に働

くのに対して、抗Xaや抗トロンピン作用

柴はピンポイン トに作用する特徴がありま

す。 ~fr柴を去にしますと函 1 0のようにな

ります。タビガトランは将排出Iが85%と

|火16 多いので門臓機能には気を使う柴高1]となり

ます。他の3つはCYP3A4およびP糖

タンパクの代謝には気を使います。いずれ

も立ち tがりは速やかで半減Jlflも数時間か

ら2411キ1/1]以内です。頭長内では第四|剖子

に対する作川のjieいがLUJ(ILリスクの必につ

ながるといわれ、 l立接トロンピンIlll'，Ii-;J;!iや

第Xa閃 flll[';li-柴は第W凶子を抑制しない

のでビタミンK指抗柴であるワルフアリン

よりそのリスクは低いと考えられます。ア

キピサパンはARISTOTLE試験にお

いてワルファ リンよりいい成制を比せてく

れました。すなわち大山J(ILの発射本 (1豆l

1 1)、本怜政の先椛率をイヲなに抑えまし

た。20I 4作 1)-j27Uに11本術開山学

会ホームページ‘に心1A紺間IJtfHi.tガイドライ
ン (20 I 3 イ I-: t.!丸ì r版)が公|品|され、 fMJ~

経 1-1 ~]'Lì~ I ，' il柴 (NOAC) が)lj)JII ， ìc， 1配され

は非投与群より数倍可~l詫内出 [(11 リ スクが 7

~ 10倍高く予後不良です。

|ヌ15

|火17
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当|坑のHi仰11経外科の立場から比るとどう

かといいますと、ここ 3年間でJIi局側議とJ1ili

/I'd(nは半 、々Hi財政出の3分の lが心IJ;('I¥'I:の

もの。 心IJ;HtJlìr，~ :~.j;'Ë症に占めるワルファ リ

ン|人JIJ~J 1'í-はが0) 3 分の l で、そこらJlJ.がワル

フアリン治療の|出舛と忠われます。内科医

から見ていますと、脳卒"1を起こしたj心者
は来なくなりますのでそこのところを良く

とらえていないところがあります。この数

字はわたしにとって衝壊的でした。ワル

ファリン治療の難しさを物訴っておりま

す。
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l-- ~一喝・ J 
-・・・圃園・園圃固圃園開閉開閉園・E詣画面ft

ました(図 13)。

心JJT性!悩塞栓症の一次予防について再確

認してください。抗血i小板商IJはあまり効果

がありません。適切な川岳のワルファリン

が適切なコン トロールの冗に処方されてい

るか。心房制到jの見逃しはないか。今一度

チェックをお願いします。

ご11j利政!ありがとうござ、いました。
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第2回

光市医師会学術講演会

日時.平成26年4月22日 (火)

19: 0 O ~ 

場所光商工会館2階 大会議室

〔情報提供】 1 9 : 00 ~ 1 9 . 1 5 

「プレミネン ト配合鉱について」

MSD株式会下1:

【特別訪泌】 19:1 5~20 : 45 

座長光市立光総合病院循環部内利.ftll長

"，村氏点先生

まず鼠初Jに周東総合病院の術開問|付不|の

先生、青山先生からお話をポります。J'e"J 
の方からIfJL官循環掠)T而は大変おlIt，1;';にな
ることが多く、これからもお即iいすること

と思います。 先I~どうぞよろしくお願いし

ます。
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WARAS (動脈硬化性腎動脈狭窄症)に

対する EVTの経験』

周東総合病院

循環器内科青山英和先生

当院では 20 1 0年より EV T 

(EndoVascuJar Therapy)が飛躍的に伸び

ておりまして、ここ 3年で約3倍になりま

した (1支11 )。光市からもたくさんの紹介

をいただきましてこの場を借りましてお礼

rlJし上げます。

A R A S (Atherosckerituc RenaJ Artery 

Stenosis) の|臨床像は 図 2のようで、

80%が動脈問化性で、す。スクリーニング

にはCT angioが有用です (図 3)。活性

レニンはあまり当てになりません。症例 1

は71歳の男性で両腎動脈に高度狭窄が

認められ、 ExpressSD 6.0x14mmを留置、

やI:j後に1I年記剤の減量が出来ました (図4，

岡5)。症例2は70歳の女性で重症高血

圧とCKDstage 3b(eGFR 32.1)で、左腎動

脈のエコーでl血涜の促進がみられ Express

SD 5.0x14mmを留置しました。術後しば

らくして血圧は降下してきて重症高血圧は

峰快しました(図 6)0ARASへのEVT適

応は、現段階では重症高血圧、 Hm7Jく腫を呈

する症例に限られ、 l汗保護目的に有効性に

ついては検討を要します。また、その肯定



的な evidennceも得られていません。症

例はよく吟味して EVTを行う必要があり、

十分な機能評価後におこなえば、、benefit

を受ける症例が存在すると考えられます。

地後に、 動脈硬化性疾忠が疑われる症例

( 冠動脈疾忠、末tì~!ll)J脈疾患)、動脈硬化

high-risk症例など、いつでも紹介下さい。

ありがとうございました。

: I 
間-----

百

.

.

 

.
 

抽

.

.

 

.
 • 2・10 ~・ 11 :0日 抽 11 :01・隼，，R

図 l

の臨廊像 l 
・【成因】勘脈硬化住[~均旬。%、繊鎗筋性異修成[mJ!J]が l 
10%、そのほか解組、大動脈炎症候IJt.e
・【岡崎鎗】片側腎動脈狼穆+温湾毘低下+レニン分海先進+レ l 
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図4

図5
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座長光市立光総合病院

術r~~R内科部長 1 ↓l村安真先生

山問先生は松山赤卜字病院で血管外科の

音11門を特別に設けておられ、その部長をな

さっておられる方です。そこでは血管外科・

専門に特化した診療をされております。今

日は専門の先~Uこアップデートな↑前日を勉

強させていただきたいと忠います。

『生活習↑民病を背;Jtとする PAD治療の

現状と展望~血管外科医による トータルマ

ネージメント-J]

松111亦卜字病院

rfll管外利部長山岡削i年先生

松山赤卜字病院IÍll1~;外:fl チームです(図

7)0 Ifl日zi-外科は吊近大きな変濯が有りま

してIfrl官|人l治療 CEndoVascularTherapy) 

がノにいに)E}~ してまいりました。 閉2:~'性到j

脈1凶化:J7.のバイパス'(iFiがバルーンやステン

ト 制 iì"1'に、大動脈;作iI政弘l予|坊に人工 liu~

i白:ft~Wjからステントグラフ ト ( E VA R )

に、 1::)1支l'i'ff脈州のストリッピングが111l管内

レーザー焼灼に移行しつつあります。当|坑

当科で、の~"EWIJ{I='次批移(閑 8) ですが、私

が赴任したのが2006作で、 Ifll管内治療

のガイドラインに変疋が1J11えら、血管内治

療の適応を拡大したのもあって、それ以後

-28-

飛躍的に痕例数が増えてまいりました。特

に増えたのが PA D (Peripherarl Arterial 

Disease)血管内治療で、す。私たちは白分

たちで、下肢の切断もやっております。今世

界的なガイドラインは 2007年のTAS

C IIですが、それ以後変児が見送られてお

ります。今年の2rJに入りましてJlt界の血

管外科学会がTASC皿からの脱会をおりJ

しており、あたらしいガイドラインを独自

で提示しようとしております。

13河llT.'l:iI;，:Ll7..，i¥~~:Hl 
・・1"らt&tl己主&;L..I・・

図7

関
|豆18



図 10

PADのl血行再建材:iについてお話ししま

す。その目的は現在布る症状を改善させる

ことであることを再i確認する必要があろう

と出われます。閉塞があっても症状がなけ

れば制極的に治療すべきでないと考えま

す。先ず、は大動脈-11M什動脈領域の結梢再

建材:iですがこの領域の治療の主疏は血管内

治療です。解剖学的形態 ・|臨床症状によら

ず、ステント治療の成制がバイパス術と遜

色がないことが分かつてきました(図9)。

大動脈脇骨動脈領域のTASCIl分類は完

全にJ~骸化しております。 呪在バイパス術

はEVT治療のパックアップ治療となって

おります。

総大腿動脈の血行TiJill1il可は動脈血桧内11見

f削除+静脈パッチ形成がもっとも有効な治

療法となります(阿 I0)。この部位の1Jf.1

存率は良好です。I血11・|人l治療のメリッ トは
ほとんどありません。

|霊1J 1 
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Mu蜘 司聞 10樹¥01y間前or蜘胴11叩附羽

隼存皐における凶I'en-rI)k raC'lor f" 
・80才以よ ー

・透街

-ぼ心偉能
.，~歩行状態
. ~アルブミン

図 12

大腿膝筒動脈 (Fp)領域は患者の半数

以上を占めます。IUl管外科の忌もホットな

場所です。治療方法としてはFPバイパス

とEVT治療とがあります。TASC日分

矧を用いますと IU.J2;~古1)位が 1 5センチ以 下

はEVT治療を 15センチ以上はバイパス

術を推奨していますが、治療成績や再I~.IU

率なと‘を勘案しますと FP領域ではTAS

C日分類は有効だと考えます。大腿動脈領

域は運動が激しいのでステントの般加を起

こす危慎があります。日柔軟性、耐l州日'1生

のステン トグラフ トが開発されつつありま

す。それでも 15センチ以上の長い病変に

は課題が残っています。 EVT後のIJ}狭窄

についてはバイパスやFiが成績がいいようで

す。SF A (波大腿動脈)領域の ETV治

療には今後新しいステントが開発されつつ

あり、今後に期待されます。

下腿動脈 (BT K)領域では末端の域死

をきたすことが多くりJ断と再建が不可避と

なります。この領域で、は血管バイパスの康

史が50年以上前からあります。アメリカ

ではこの再建材:iはルーティーンに行われる

ものですが、日本で‘は必ずしもそうではあ

りません。下l出動脈のバルーン拡張は3ヶ

月で73%再扶京します。良質な自家計}脈

による足|胡町iバイパスは長期間存が期待で、

きます。ではどのような患者がどちらに適

しているかという話ですが、われわれの施



設で!，U肖189例、 238肢を検討したと

ころ、その生存率を多数の要素から多変L4

解析をした結果を見ますと(凶 12)、 J. 

80 歳以ヒ、 2.透析を受けている、 3.

低心機能、 4.非歩行状態、 5.fl1アルブ

ミンのうち 3つ以上をもっ忠者の生存率は

40%以Fという統計が山ました。今後こ

のJJ~Iーについては新しい治験が/1\てくるこ

とと以われます。

以F、症例を 5Wlj示します。(以下目的

こ:'，Ii'{tlrr~lありがとうございました。
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第3回

光市医師会学術講演会

日 時. 平成26年5月27日 (火)

19: 1 5 ~ 

場所.光商工会館2階大会議室

〔情報促供J 1 9 :1 5~ 1 9 : 30

「納尿病治療に関するアンケートの報告」

小野薬品工業株式会社

【特~JIJ Îib~演】 1 9 : 1 5~2 0:4 5 

座長 光市立光総合病院内分泌|ノサ科部長

松田万幸先生
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「連携して診る糖尿病診療 腎臓内科から

診た治療戦略 SGLT2 r出古薬の可能性」

済生会下関総合病院

lj雪!胤内科 ・腎センター長新田豊先生

済生会下|期総合病院は急性期対応病院と

して運営しており、平均在i坑日数は 12日

前後、病床椋働率は 99.5% (図2)、腎

臓内科が腎不全と|刻辿して踏尿病を診てお

ります。本日は、航尿病性作症(以下 腎

症)の末期間不全への進行予防、腎症の発

症予防についてお話しします。

平成17年に下関市北sUの祝在地に勧業移伝

筑摩散3謂 九百.ffj:J:/之Jレ37台
DPC対応急性期病院 、下京透析患者数
災曹tr，点術院 血;夜透析 132人
小兜教急医僚Ø!点~院 ← 腹腹透析 17人
泡場周il期母子医療

センヲー よ悶透析導入 46人
亀蟻医療支11病院 介li保険事l用帽、 1
平崎在侯回数.12.4日
病床稼働率:99.5%
入院患者平勾単価

図2

腎症でエコーをすると、野機能が悪く

なっても糸球体のIJ重大により附臓は萎縮で

はなく JJ重大して米ます (1支13)。糖尿病の

患者さんを兄たとき1門差縮があると、糖尿

病以外の原凶を考えます。腎症以外の合併

症も重要です (1反14)。



正常機能腎の各年代別計測値
邑.LJI圃圃圃圃圃圃E望.s;.-・・・・圃--_1.司..OI圃圃圃圃圃園田園圃圃圃圃圃圃圃圃

左胃 右冒 左腎 右官
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品 29且 '05念70 '03，67 '00，62 開，68
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50-59畠 1加 150 .02孟65 '02，56 9914.2 
回血ー 1防1177 '0"70 '().1!9.3 1()4.158 

組也 mm

|火13

糖原病症例における尿異常、腎障害

を診た場合、 糖尿病性腎症以外の可

能性も念頭に置き、必要に応じ鑑別を

行なう必要が有る。

|支14

拙尿病の合併痕の治療は集学的治療が必

要です(図5)0HbAlcは7.0%以下を

|ヰ棋にします。当科は腎症3期を過ぎてい

る忠者さんも多く、 LDLアフェレーシス

を試みても進行予防は困難で(図6)早WJ

からの対策が必須で‘す (図7、8)。

a・原・向性1111スφ-';1
.. 予ージ ステージ2

ステージ3A1B

惚.GFR鍋 ..以よ
"も""勘.. ': 

.'1:18<8111 L .・・

霊瑠・1111・"'''・B"'I<25
高血圧があれば

..11 ... "11.1. B禽濁

50-59 1$-'" 凶〉

2・・h 8，長温 119.""1。匂司0....1.U 
&"リウム!Jcl>nU1l1:lI飢思

1)0・』叫来事C!IWlJ 4ce.奮..やAABf::1'ー選択個1111甥温級のため多綱領周・4む@・

飼....曙 b・blt1 3.&~.スT-~5Dで.:10叶>. . 

...." 食.II.L.;I旬凪&凶t.-Cll⑫吋al..~...a包緑I!.eがある喝曾1l 100r司‘.

~の. ‘・・アスピリン1I!1

|火15
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まとめ-1

1 )糖尿病性腎症川期では、血糖値管理の改善
を得た場合でも腎機能の低下が早く特にIlIb

期での低下の速さが目立った。

2)lIlb期の中でも、 19/day以よの高度霊白尿を

示す群での腎機能の低下は著しい。

3)llIb-V期で二次性ネフローゼ症候群を呈す
る患者に於いて、 LDL-Aによる腎症進展開制

を試みたが、一時的な尿タンパク減少効果、

腎機能低下抑制効果を認めるものの、長期

的な効果を得られたのは1例に留まった。

図 6

糖原病性腎症の新しい早期診断基準
ー糖尿病性腎症合同委員会:2005-

1)測定対象;尿蛋白陰性か陽性(1+程度)のDM例

2)必須事項:尿中アルブミン値:30-299mg/gCr 
免疫測定法、3回測定中2回以上

3)参考事項;

尿中アルブミン排j世率:30-299mg/24h
or 20 -199ug/min 

尿中IV型コラーゲン値:7日8ug/gCr以上
腎サイズ.腎肥大

"型糖尿病の早期腎症に対し

寛解が期待できる知見

1.微量アルブミン尿の出現期聞が短い

2.RAS抑制薬を使用している

3血糖コントロールが良好

4収縮期血圧が低い

凶 7

|支18

発症早期からlUl結管理!が必い、あるいは

肥満の改苦がなされないと、 GFRが冗進し

た状態になり、糸球休日重大につながります

(区19)。血糖管理とともに体重コントロー

ルやIfl1行動態の改善が必盟で‘す (1ヌ110、

I 1)。



糸球体腫大のメカニズム
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争 2)糸球体圧
輸入動脈鉱張 ←-Na再吸収

~ 自動調節能の陣害
輸出動脈収縮 ~ RAS冗進 i 

雌スパおによる内皮障害 糸球体高血圧
は血管収縮反応のt曽強因子 V 

過剰;慮過

治療

1.血糖コントロールの改善

肥満の改善

インスリン抵抗性の改善

高インスリン血症の改善

2.塩分侵取の制限

3降庄:RAS抑制薬

凶 10

SGLT2阻害薬は近位尿細管での制の再

吸収を|山吉する薬剤ですが、同時にNaの

吸収も仰えることによる|時圧効果が#えら

れ、さらに体重減少効果も報告されている

ので、腎症の予防に効果が期待出来るかも

しれません。尿量は増加するので、お年寄

りなどは注意深い使用が必要でしょう (1さ|

1 2)。

図9

まとめ-2

1)早期腎症に於いては、尿中微量アルブミン値が

腎症改善の指標となる。

腎症前期・早期に於ける腎血行動態の改善は糖

尿病性腎症の進展予防に重要。

2)集学的治療に依って高血糖改善後も腎血行動
態の改善が得られない場合、その背景に塩分

度取過剰lが関与している可能性を考える必要
が有る。

図 11

SGLT2阻害剤投与による尿量増加

-尿書官t曽加に伴って浸透圧性利尿が生じる。

.SGLT2限害剤の継続役与によって憎加する尿量lま1
日あたり200-600mしである。

・尿量の士菌加に伴い、へマトクリット値がわずかに上昇
するが、
頻脈や起立性低血圧などの体液量減少の兆候はま
れである。

(自覚症状のあらわれにくい高齢者では注意が必要
である)

図 12
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第4回

光市医師会学術講演会

日時.平成26年6月24日 (火)

19:00"""" 

場所.光商工会館2階大会議室

【↑;liy.IHJdfJ~】 1 9 : 00---19: 15 

I}レセフィ錠について」

大 |白~;;I II医薬品株式会社

【特別綿花i1】 1 9 ・ 15---20:45

座長 いのうえ内科クリニック

|坑長川:上砧介先生

1i)1:生f盟的な糖尿病治療への期待;

岡市di立新|将|財di民病院

院長松谷朗先とI=.
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なii尿病は 2013年の段階で世界で

3俗82 0 O)j人、地球の人口が70億人

を雌えていますので、約5%強になります

(閃 1)。特にアジアでの増加が問題で、さ

らに11本においても今回の調査で初めて予

備引が減少しましたが、 2012年で約

950)j人であり (1豆12)、肥満が培え、

またウエストがλきくなるほど糖尿病も地

えます。

世界の栂尿病人口 (2111.1年}

世界由III<!商人口 3埠8.::冊万人

欧州
5.制。万人
物自雌6.lI，.

中直・1k.77J')I，
日制万人
有由・10.9軸 l!!i;!;;平洋

剤車7ジア 1也J.8同万人
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SGLT2 1111~';.柴の 1m先の発端はフロリジ

ンで (1火13)、90 年頃から糖尿病の動物

に技うすると 1(1山1，'1(1立が下がる44が判ってい

ましたが、経11吸収の恕さや分解物の作用

などからそのまま1::&柴!日とはなりませんで

した。|ヌ14はSGLTファミリーとの局在と
役'，I;IJで、 SGLT2は門Ib誌に特異的に発現し

ていることから部削|出発の標的となりまし

た。ルセオグリフロジンはタンパク結合率

が低く以'1'排出が多くなる事から速く却J



き、 1([1中半減JlfJも短くなるので夜間の刻版

も少ないかと考えられます。
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一日に腎からは 18 0 gの糖、 720

kcal分が排池されますが、そのほとんど

がSGLTlとSGLT2によって再吸収されま

す(図 5)02型糖尿病患者さんに SGLT2

阻害薬を段与すると 90g、36 0 kcal限

度が排出Iされるので、作用機序の異なる既

存の薬と併用すると、空腹時血糖は低下し

休重が減ります(図6)。皮下脂肪を減ら

す効果もありますが、白jJi訟が減少する報告

もあるので、ヤセ柴として使つてはいけま

せん(図7)。

:¥:1+1グルコース共役験送担体
お(.11

腎からの植の再吸収=180g/臼=720kcol

¥(，111と!'>(，1.12によって再吸収される

|ヌ15
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ダパゲリフロジン投与による体組成の変化
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今後、経円IÚL粘|得 I~':J;sの分百iのrllに柿吸

収排出!. 1吸収調節系というカテゴリーが作

られ、そこに α- グルコシダーゼ111{~11柴と

SGLT2111l官柴が人る IJ ~になります (1火18)。

事IH!/J(病はインスリン不足、インスリン抵

抗性などにより私li利用が低 Fし、尿ねl:がWI

)111する病気です。 今までの汗HJ，t~は梢和J)1 J 

を附やす、あるいは改汗させ以舶を減らす

ことを日的としていました。それに対して

SGLT2 Iln~3必はねli利川を減らし、}/1(ねliを
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増やす薬剤lです。この辺が「非生理的」と

本日のタイ トルに付けた理由で、す(出19)。

病態に合わせた経口血機降下薬の週tR(2014~手案)

~型梅原…
インスリン抵抗性

噌大

+ 
l インスリン
，.-L 分治能低下 、、、

1'" インスリン作朗不E
陪 i

! 亡草葺語通量

」 i i 

経白血績降下藁

空11崎高a櫨
民.. ..，. 
3帳U
2 ・;(..，凋肝 ErAazr市 3

阪18

SGLT2，は不思mな薬

糖尿病とは?

イJスリン不足.インスリJ語訳世主どがあり.橿刷用が理下.車種が唱える

これまでの覇者尿病治療薬は

層制用菅沼やし(<!<置し).阜継を濁らす

\(.1.' 12悶冨~はつ

同副司用E減らし.庫帽を増やす 非斗i三的'

図9

尿糖の判1:池を促進する性質上、 liT機能が

ある程度、eGFRで45 mllmin/ 1.73 rrl以

上無いと薬の効果としては期待できないの

ではないかと思います。なるべくli空機能の

良い内に使い始めるのが良いでしょう。

これから夏に向けて、熱rl'症、 JI児水症が

懸念され、心筋梗塞や脳使去には最大|出

の注意が必要です。SGLT2阻害薬を投与

すると一日300ml程度排尿が増えます。

患者さんにはこれまで以上に水分、 500

ml以上飲んだ方が良いと指導し、利尿薬

の併用は避ける事が必要です。さらに尿路、

性器感染症の早期発見のために尿検査を，知

阿に施行し、やせた方、高齢者、筋肉fliの

少ない人にはさらなる体重減少に十分注意

して技与して下さい(図 10)。
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脱水
早"に起こる心筋檀薗.自画檀車
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一水虫の話一

瀬戸内タイムス 2 6年 7月2EI Hcl故

五Zになると気になってくるのが氷山で・すね。水虫の原因で、ある白柳菌は市ji毘多湿の環境

を好むため、気候があたたかくなってジメジメしてくる頃に痕状が現れがちです。今のう

ちから水虫を治療して、人前に堂々とだせる足にしましょう。

あなたの水虫はどのタイプ?

1) ~llfln型 あしの指の悶が白くふやけて皮府がはがれてただれてきます。

2)小水抱型 足の側面や土踏まずのあたりに軽い赤みをもった小さな水泡ができその

後皮がはがれてきます。

3) f1j質増殖型 足の裏、かかとの部分が厚くなり表面がざらざらして皮がはがれたり

踊がひびわれてきます。 mll\J~~や小水抱型は夏場に発症しますが角質増殖型は冬に

痕状が悪化するのが特徴で、す。

爪が白くなっていませんか?

爪*虫になると、爪が白、黄色に変形し、爪がもろくなる、厚くなる、爪の内側がぼろ

ぼろになるなどの症状がでるようになります。場合によっては爪がはがれてしまうことも

あります。

どうやって汗;したらいい?

上記のような症状があっても、 実はほかの病気だという可能性があるため、皮府科医に

よる正しい診断を受けましょう。塗り主主は l口l回足全体に塗りましょう。症状が消えた

ようにみえても白癖菌が皮府の向tQ)¥，'iに伐っているこ とがあり ます。l室iが残っていると水

虫は繰り返しますから症状が治まっても塗り続けましょう。爪白腕では内服薬を使用する

場合があります。内服薬を服用中はl血液検査を行います。

水!uは “かきくけこ "で治しましょう!

〔か】'吃かす 足を清潔にして毎|二|石鹸で、指の閉まで洗ってください。

【き】きれいに 靴下は通気性の良いものにしましょう。5本指の靴下にして指の聞がジ

メジメしないよう』こするのもおすすめです。

〔く】柴をつける かゆみがなくても必は侍円塗ってください。

【け〕検査をする 自己判断をせず、病院で検査を受けてください。

【こ〕恨気よく 痕状が消えても水虫の医iは皮府の奥にいます。|到llliが良いというまで恨

気よく塗ってください。

家族にうっさないために

7Jて虫はl通がついたまま高温多湿の状態が長時間続く と感染します。おllUl，gの足拭きマッ
トやスリッパは別にして、毎日家族の方もきれいに足を洗いましょう。

ひかり皮フ科クリニック院長 村田雅子
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理事会報告

日 時:平成26年4月8日(火)午後8時25分より午後9時40分

場所:光市医師会事務局

出 席:平岡博会長、丸岩昌文副会長、兼清照久理事、鹿田修理事、佃邦夫理事、谷川幸治理事、

清水敏昭理事、多田良和理事、藤田敏明理事、

松村寿太郎監事、河村康明監事

欠席:なし

議題

1.報告事項 ~ 

1 .地域医療支援病院運営委員会 (3/3) (平岡会長)

徳山医師会病院新病棟建設後、順調に運営がなされていることが報告された。

2.平成25年度光市高齢者保健福祉計画策定市民協議会 (3/13) (平岡会長)

医療・介護事業は今のところ、決して赤字ではない。しかし、介護保険がこれま

でに予算を増やし、やがて医療を追い抜きそうな勢いである。

3.平成25年度光市地域密着型サービス運営委員会 (3/13) (平岡会長)

本年度より、介護老人福祉施設(特別議護老人ホーム)に関しても、一部が山口

県の管轄から光市の管轄へ移行されることになった。それは l 光富士白苑(従

来型20名)、 2 やまと苑(ユニット 20名)の計40名である。

4.都市医事紛争・診療情報担当理事協議会 (3/13) (清水理事)

医業廃業後5年、 1 0年の特約について説明した。

5.平成25年度光市地域包括支援センター運営協議会 (3/20) (平岡会長)

会長(富士白苑・内藤勲敏さん)から、全国の地域包括ケア会議に出席すると、

とても地域による温度差が感じられると意見が述べられた。

6.郡市生涯教育担当理事協議会 (3/20) (谷川理事)

専門医の認定・更新に日医の生涯教育制度を活用することがほぼ決定している

ことの説明があった。

7.県医師会情勢報告 (河村県医師会専務理事)

以上を報告した

ll. 協議・承認事項

1.70周年記念パーティーについて

5月22日の定時総会後に行います。

2.休日診療所運営について
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小児への対応について話し合った。医師会が休日診療の診療を保証する必要がある

ことを確認した。

3.山口県医学会総会参加について

以上を協議・承認した

平成26年5月度光市医師会定例理事会

日 時:平成26年5月13日(火)午後7時30分より午後10時

場所:光市医師会事務局

9ヘ 出 席:平岡博会長、丸岩昌文副会長、兼清照久理事、廃田修理事、佃邦夫理事、

谷川幸治理事、清水敏昭理事、多国良和理事、藤田敏明理事、

松村議太郎監事、河村康明監事

欠席:なし

議題

1 .報告事項

1 .臨時総会報告 (4/8) (平岡会長)

役員選挙の結果会長・副会長は変更無し、理事に北川博之、竹中博昭、守友康則

が加わり、清水敏昭、佃 邦夫が監事に、兼清照久が副議長に選任された。議長

は松村議太郎が選任された。

2.医療・介護サービスの提供体制改革のための新たな財政支援制度に関する郡市医師

会担当理事協議会 (4/17) (兼清理事)

今回新たに医療・介護サービス体制改革に全国規模で904億円の基金が予算が

畑、 計上され、新しい対象事業を募集している。今回は民聞にも恩恵が亘るように交

付の条件が緩和されている。何かいい事業計画があれば考えて欲しい。

3.県医師会情勢報告 (河村県医師会専務理事)

以上を報告した

II.協議・承認事項

1 .裁定委員の選定について (平岡会長)

梅田馨、市川晃、光武達夫、藤原邦彦、横山宏となる。

2.平成25年度決算について (佃理事)

3.平成25年度事業報告について (平岡会長)

大きな事業としては6月の県医学会総会でした。滞りなく予定事業が実施されま

した。
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4.新理事役割分担案について

新理事役割分担について決定いたしました。

5.平成26年度光市医師会総会議案書読み合わせ

6.入会会員について

春木賞史光総合病院外科

福田雅和光総合病院循環器内科

美野良悟光中央病院内科

(平岡会長)

(全員)

7.山口県医学会総会への参加について (平岡会長)

8.認知症カフェの開催について (丸岩副会長)

虹ケ浜丸岩邸を利用して光市認知症の啓蒙、予防、早期発見、介護法の研修など

を行うことを予定しています。詳細は厚生労働省の認知症対策オレンジプランに

ありますo ~ 

9.糖尿病教室(一般市民向け)開催について (丸岩副会長)

光中央病院健診センター3階喫茶コーナーを使って糖尿病教室を開催したいと思

います。講師は井上祐介先生を予定しています。

10.在宅医療グ、ループ化→第2地域包括支援センターの立ち上げについて

(丸岩副会長)

包括支援センターを医師会を中心にして立ち上げたいと考えています。

11.第52回山口県内科医会学会並びに総会の案内

8月24日(日)下松保健センター3階会議室で行われる予定です。ふるって参

加して下さい。

以上を協議・承認した

平成26年6月度光市医師会定例理事会

日 時:平成26年6月10日(火)午後7時30分より午後9時 15分

場所:光市医師会事務局

出 席:平岡博会長、丸岩昌文副会長、鹿田修理事、谷川幸治理事、多国良和理事、

藤田敏明理事、北川博之理事、竹中博昭理事、守友康則理事

佃邦夫監事、清水敏昭監事

欠席:なし

議題:

I.報告事項

1 .第 173回山口県医師会臨時代議員会 (5/15) (平岡会長)

新執行部の選定が行われた。議長保田浩平(岩国)副議長猪熊哲彦(宇部)会長

小田悦郎(宇部)理事河村康明はじめ 16名

-40-

戸、



1"， 

伊除、

今年度活動方針も示された。

2.平成26年光市医師会定時総会・ 70周年記念パーティー (5/22)

(平岡会長)

3.郡市保険担当理事協議会 (5/22) (藤田理事)

①平成26年度山口県社会保険医療担当者指導計画について

②平成25年度山口県社会保険医療担当者指導実施状況について

③平成26年度生活保護法に基づく指定医療機関の個別指導計画について

④平成26年度診療報酬改定説明会の実施状況について

⑤都市医師会からの意見及び要望

4.大島医学会 (5/25)

5.山口県医師連盟執行委員会、山福総会 (5/29)

7名の常任執行委員、 6名の執行委員が選出。

会計責任者には河村先生が選出された。

(平岡会長)

(平岡会長)

6.山口県臨床外科学会・山口県労災医学会 (6/1) (平岡会長)

岩国医療センター研修センター

一般演題26題、特別演題2題

7.周南地域包括ケアに関する話し合い (6/4) (平岡会長)

医療、介護連携推進事業(仮称)について

今回は在宅医療推進のための事業について主に話し合われた。

県の基本方針としては、

①在宅医療、介護に関する調査聞き取り

②研修会開催

③退院時コーデ、イネーターの設置(ケアマネ資格を有する看護師)

④在宅医療相談窓口の設置(医師)

⑤検討会開催

⑥地域住民対象の講習会

があげられた。光市医師会としては③のコーデ、イネーターの設置に関しては既

存の各病院に所属する MSWと話し合い連携していく方向で今後検討されるこ

とになった。

8.郡市救急医療担当理事協議会 (6/5)

①山口県救急の現状

②救急、救命士の処置範囲の拡大について

③ドクターヘリの出動状況について

④山口県広域災害救急医療情報システムの更改について

(多田理事)

⑤医療、介護サービスの提供体制改革のための新たな財政支援制度について

⑥JMATやまぐち事前登録状況

⑦平成26年度AED等の設置状況調査について

9.山口県医学会総会 (6/8) (平岡会長)
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防府アスピラート 11名参加

10.県医師会情勢報告

書面にて報告

以上を報告した。

II.協議・承認事項

1 .今後の地域包括ケアについて

9/18在宅医療研究会実施予定

2.納涼懇親会について

7/24 18時より 下松健康パーク予定

3.認知症講演会について

7/17 川崎医大片山教授予定

4.次回市民公開講座日程・演題について

9/6 光市立光総合病院折田先生予定

5.第 12回かかりつけ医通信について

北川理事担当

6.緊急電話連絡網について

全会員の携帯番号提出検討

7.附属光中学校AED講習会について

7/10 14時平岡会長丸岩副会長出務予定

以上を協議、承認した。
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(河村県医師会専務理事)

(平岡会長)

(平岡会長)

(平岡会長) ~ 

(平岡会長)

(平岡会長)

(多田理事)

(丸岩副会長)
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ギJ反26年4月22日(火)

1. 医事紛争事例報告

月例会報告

2.新理事の選出結果について

3.光市医師会定時総会について 5月 22日

平成26年5月 27日(火)

1. 70周年記念誌について

2. ILln県医学会総会について 6) J 8日 防府アスピラー ト

平成 26年6月24日(火)

J.在宅医療に関する医師会としての取り組みについて

2.認知症講演会について

3.納涼懇親会について

....................................................................... 
ー---二ユーも晶 緑友会ゴルフコンペ成績，

順位

{誕 JJ持

準優勝

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

名前 IN OUT 

守田忠正 46 46 

横山 宏 43 47 

前田 昇一 49 51 

平田万三志 50 49 

諏訪高志 52 49 

南 典文 58 49 

園近 豊 46 55 

i隣村 キ卜 53 52 

守友康則 55 51 

回中 博幸 56 58 

DC ⑪てrぷ
NP ④守川 O、I~ III ⑬|何

ドラ知 I't.i 
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GR 

92 

90 

100 

99 

JOJ 

107 

101 

105 

106 

114 

.----・・_.・.
‘|ιJJX 26 .q:: 5月 11'-1 

HDCP NET 

6 86 

4 86 

10 90 

8 91 

8 93 

14 93 

8 93 

10 95 

9 97 

7 107 



ロ員会A
ム一品入

4) J 1 H付-

B会只

光市立光総合病院

循環出内不|

外科

~ 1 ¥illt'='， :fll 

点本山!と

入会のご挨拶

8・Itt

)t総合病院{間以23内利 払i川li布1 j¥/I:: 

このたび、平成 26午 4)-J 1 I Iより、IL探

l~d:， líの後任として、光総合病院術即日誌内fl

で勤務をさせていただくことになりまし

た、制U=I昌和と申します。

術f;l(，~科医としては、 l山JJ一j川11川I!リ!L日μI~ιLι一立総7介守lZ1j，~

センタ一、山口大学病院で勤務させていた

だいて、 3か所日の勤務先となります。ま

だまだ9年日の駆け11¥しですので、でき

るだ、けJC気に来しくりされをしていけるよう

に、また、たくさん勉強をしていけるよう

にJi!t'}NりたいとjZっています。

W: rliのj記者さまや地T.Jl:のj'e'l=jjのお下伝

いが少しでもできるようにがんばりたいと

与えています。よろしくお前iいいたします。

)'(;'1' V川、iI坑
|人Jfl 美野良↑li

9 
光総介1J~ I~'é 外科存木氏1!先生

この度 4)JII-Iより、光市立光総合病

院の外flに勤務することになりました、在

木iLi史です。

出身は神奈川以横浜市ですが、平成20

年に山11大学を卒業した後は、山口県|人lの

病院に勤務しています。 前職場は阿~II~，兵阿

仁病院でした。

山1IY，~に住み始めてもう 13 年が経ちま

したので、 今では身も心もすっかり I_LIUV，~

人となっているのではないかと勝手に!当比

しています。今後も県内で働き、山LI以に

育てていただいた思を少しでもお返しでき

たらと巧-えています。

趣味は食べ少き、 ドライブ、料理で、特技

は剣辺(7，:段)、 l!?迫 (八段)等々です。

この 4)-Jからは、光市およびその川辺

の}J々 のお役に立てるよう粘一杯頑張って

いきたいと思いますので、これからもどう

ぞよろしくお胤いいたします。
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4月休日診療所当番医報告 5月休日診療所当番医報告

内科系 外科系 内科系 外科系

6 (日) 29 5 34 3 ( I二) 33 11 44 
13 (FI) 18 4 22 4 (卜1) 21 22 43 

4月 20 (日) 17 4 21 5 (月) 29 15 44 

27 (日) 23 4 27 5月 6 (火) 14 21 35 

29 (日) 16 7 23 1 1 (，1) 15 1 1 26 

103 24 127 18 (11) 18 6 24 

25(U) 6 13 19 

6月休日診療所当番医報告
136 99 235 

内科系 外科系

1 (口) 10 12 22 

8 (日) 21 8 29 

6月 15 (口) 8 7 15 

22 (日) 10 5 15 

29 (日) 1 1 5 16 

60 37 97 

な これからの行事予定 女

7月 1日 (火) 学術講話il会

81:1 (火) 理事会

17日(木) 認知抗講演会

於:Jl;，ffi仁会館 2階大会議宰 19: oo...__ 

22 FI (火) 月例会 ・学術講演会

24 FI (木) 納涼懇親会

於:下松健康パーク 19: oo...__ 

8月 5 1::1 (火) 国Pl~会

26日 (火) 月例会 ・学術講演会

9月 2日(火) 合同抗例検討会

於:Ytdi立光総合病院 19: 30...__ 

6 FI (上) 市民公|持l講座

9 FI (火) 理事会

18 1:1 (木) 在宅医療研究会

30 日(火) 月例会・学Wi講演会
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編集後記
-、__..戸、』

今1"1から広報担当になりました。光di医

(:lli会側は年4同の発行です。これまでIIIJf菜、

d~ (椛かつ諸制な記録を心がけたいとjCいま

す。

今後の企Ilhjとして、光市民を対象とした

会以の市動、例えば保育園協議会や学校似

他会、 (1治会迎合会での論説iなど、公的な

日到jを制傾的に紹介したいと考えておりま

す。定，;女にある様に、医師会の・Jc業として、

「公衆術'1:の折叫啓発及び地域(~ (:也の lí'l 1 .. 

に|則する・作業Ji医学教育の向 上に|見|する

・H;RJがあります。可能な|出り取材に(iiJい
ますので、ぜひ‘H前にご述絡下さい。

5) 1 2 2円に平成 26年度定時総会、

次いで;)1(:di医師会斜l立70周年記念、パー

ティーが行われました。光市長、 d11 IV，~I実

(:lli会長をはじめ多くの出席告が集い、 JI~~ノミ

な会となりま した。県医師会長の小川先生

からも光IIiI25.f:11i会員の結束の強さをお作め

lJiきました。2次会も遅くまで椛り tがり

ました。今後も集う機会は多々あるとjtlい

ますが、多くの皆様の出席をお願い殺しま

す。

この会部が届く頃には、 {III先生入魂の日IJ

立70l，'IJ年記念誌が刊行されているでしょ

う。‘ILJ反5年に刊行された創立50同年記

念芯以降の、 20年におよぶ!膨大な記録が

ついにー11けになります。この会械の‘|え|司会

長の往時:j~.にあるように、光mは刈齢化の

一途をたどり、医師会の果たす役'，1;1]もどん

どん多彩となるでしょう。20年11'01のl'.i:ill 

な記鉛を礎に、医師会活動がますます前先

となることを期待しております(O.H)
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